
（別紙３）

〜 令和 7 年 1 ⽉ 27 ⽇

（対象者数） 38名 （回答者数） 36名

〜 令和 7 年 1 ⽉ 8 ⽇

（対象者数） 9名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利⽤児童の個々の現状の確認と、活動中の気づき等
の情報を共有している。
・誰が⾒ても動きが分かるように管理している。

2

・同じ活動でも、レベルに応じた活動内容になってい
る。

3

・事業所で児童が育てた収穫物を児童と⼀緒に訪問
し、ご近所にお配りしている。
・児童が⾏うパンの販売に、お客様として来ていただ
いている。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・パート職員と送迎員の募集をしている。

2

・保護者同⼠が話し合える場の提供と企画を考え交流
の場を作っていく。

3

・⽀援開始前に⼀⽇ごとの予定表の作成を⾏い、打合せ
の時間がしっかり取れている。

・その⽇に利⽤される児童のレベルに合わせた⽀援内容
を検討している。
・当⽇の役割分担、送迎担当について全体の動きがわか
るようになっている。

・年間の⽀援プログラムを作成している。 ・⼀年を通して、⽉ごとの⽀援プログラムを作成してい
る。
・⼩学⽣と中⾼⽣に分けた⽀援内容のプログラムを作成
している。

・地域と連携ができている。 ・事業所で主催する⾏事等に招待している。（防災訓
練、芋煮会、販売体験等）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・活動場所が2拠点となり、適切な⼈員配置を⾏ってい
るが、個別対応の児童が増えているため、職員数が⾜り
ない。

・1対1で対応しなければならない児童が増えている。

・保護者会としての開催がない。 ・親⼦活動としての⾏事はあるが、保護者同⼠で交流で
きる機会をどのように企画していくか検討する。

令和 6 年 12 ⽉ 2 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 7 年 1 ⽉ 28 ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス ⼭形コロニー シード天童

○保護者評価実施期間 令和 6 年 11 ⽉ 19 ⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙４）

放課後等デイサービス ⼭形コロニー シード天童
公表⽇    令和  7  年  2  ⽉  14⽇

利⽤児童数      38名 回収数 36名

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。 25 11

・もう少し広いといいと思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 28 5 1 2

・何⼈いるのか分からないため。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

28 5 3

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 30 5 1

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀援
が受けられていると思いますか。 32 4

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか 。 34 2

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成されて
いると思いますか。

33 3

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思います
か。

32 4

9 放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。 33 3

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思います
か。 31 4 1

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。 23 6 3 4

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。 34 2

13
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされま
したか。 34 2

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。

26 7 1 2

・コロニーさんでは、就労移⾏、Ａ型、
Ｂ型事業所をお持ちなので、将来に向け
て、そういった所の情報提供の機会を頂
ければいいなと思います。

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。 34 2

・その⽇の活動の様⼦など、細かく教え
ていただきとても助かっています。⾃宅
以外での様⼦を知ることができて嬉しい
です。

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。 33 3

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。 32 4

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
⽀
援
の
提
供

事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

ご意⾒ありがとうございました。
・⼈数が増えた中での活動は、狭さを感
じると思いますが、活動スペースを確保
し、部屋を分けたり、パーテーションで
仕切ったりするなど⼯夫をしています。

ご意⾒ありがとうございました。
・2拠点になっても、適切な⼈員配置をし
ております。職員数は、重要事項説明書
に明記し、変更があれば書⾯でお知らせ
しています。

保
護
者
へ
の
説

ご意⾒ありがとうございました。
・将来、卒業後に就労を⽬指している⽅
に対して、早い段階から就労を⾒据えた
活動に取り組んでいます。当協会の事業
について、ご説明できる機会を儲けたい
と思います。

ご意⾒ありがとうございました。
・引き続き、活動の内容や児童の様⼦を
お伝えしていきます。ご家庭や学校の様
⼦もお聞きしながら、課題を共有し成⻑
に繋げていきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交流
の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。

22 9 5

・保護者同⼠の茶和会などの交流の機会
があるといい。
・これから、もっと増えていってほしい
なと思っています。
・兄弟への⽀援についてはわかりませ
ん。

19

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

31 5

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。 30 5 1

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

30 5 1

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 32 4

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

33 3

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が⾏われていますか。 33 3

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか 。 30 4 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。 31 3 2

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか。 32 3 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 27 7 2

・いつも楽しく活動しているみたいで
す。ありがとうございます。
・帰り道に、その⽇の活動の様⼦や友達
との出来事を教えてくれます。とても楽
しそうです。

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。 31 5

ご意⾒ありがとうございました。
・親⼦⾏事の時だけでなく、保護者同⼠
が気軽に話し合える場を企画し、交流を
図りたいと思います。

⾮
常
時
等
の
対
応

満
⾜
度

ご意⾒ありがとうございました。
・活動⼀つ⼀つに⽬的を持って、友達と
楽しく活動しながら、ソーシャルスキル
学習や⽣活⼒向上を⽬指しています。
「楽しい」と感じていただけて嬉しいで
す。

明
等



（別紙５）

放課後等デイサービス ⼭形コロニー シード天童
公表⽇      令和 7 年 2 ⽉ 14 ⽇

チェック項⽬ 評価 ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1
利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であ
るか。 〇

・令和4年4⽉1⽇より、天童市東⻑岡に従たる事業所を開設し3
年⽬を迎えました。活動場所を2拠点にすることで、児童の活動
スペースを保ち、個々の児童に適した活動ができるようになっ
ています。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適
切であるか。 △

・当事業所は、活動場所が2拠点になっても適切な⼈員配置をし
ております。

・適切な⼈員配置を⾏っていますが、活動場所が2
拠点になったことや、今年度、個別対応の児童が増
えたことで職員数が⾜りない現状になっています。

3

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境に
なっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に
応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

〇

・⽞関の階段を⼀部修繕し、スロープを設置しております。使
い勝⼿が良いとは⾔えませんが、合理的配慮を持って安全な体
制を整えています。
・今⽇⼀⽇の活動が分かるようにホワイトボードで予定確認を
⾏い、スケジュールを明確にしています。
・刺激をできるだけ排除し、落ち着いて⾏動できる環境を整え
ています。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になってい
るか。また、こども達の活動に合わせた空間となってい
るか。

〇
・毎⽇の活動が気持ちよい空間で過ごせるよう、また感染症予
防の対策のためにも定期的に換気をし、活動前後は清掃・消毒
を⾏い、安⼼して利⽤できる清潔な環境作りを⾏っています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤するこ
とが認められる環境になっているか。 〇

・個別活動は部屋を分け、集中して活動に取り組めるようにし
ています。難しい時は、パーテーションで仕切るなど⼯夫して
います。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振
り返り）に、広く職員が参画しているか。 〇

・計画に沿った⽀援ができるよう、⽀援開始前と終了後にス
タッフミーティングを実施し、情報の共有を図っています。特
に活動後のミーティングではその⽇の児童の様⼦だけでなく⽀
援員の関わり⽅などについても振り返り、ＰＤＣＡサイクルの
機能を⽣かし実践しています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する
機会を設けており、その内容を業務改善につなげている
か。

〇
・保護者向けアンケート結果の評価・ご意⾒を参考にしなが
ら、より良いサービスに努めます。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を
業務改善につなげているか。 〇

・⽉に⼀度、⽉例会議を⾏い、⽀援についての意⾒や、業務内
容について話し合える機会を設けています。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につ
なげているか。 〇

・第三者の指導等を活かし、適切な業務管理と法令遵守に努め
ています。
・法⼈全体でより良い事業運営のために、内部監査を実施して
います。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や
法⼈内等で研修を開催する機会が確保されているか。 〇

・研修計画に基づくＯＪＴ、ＯＦＦＪＴ等の必要な研修機会を
確保しています。放課後等デイサービスは、発達を⽀援する上
で、家庭、学校に次ぐ第三の場として重要な役割であることを
受け⽌め、将来地域社会で⽣活する⼒の向上のために必要な訓
練を児童⼀⼈ひとりにあわせ、課題を整理し、⽀援にあたれる
よう、職員の資質、能⼒の向上に努めていきます。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 △
・年間を通じて⽀援プログラムが作成されています。
令和6年度中に公表することになっています。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こど
もと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放
課後等デイサービス計画を作成しているか。

〇
・保護者や児童と対話し、本⼈のストレングスを的確に評価し
ニーズの把握をしています。学校や関係機関との連携により、
利⽤されている⽅の課題を整理し計画を⽴てています。どのよ
うな⽀援があれば達成できるかを分析し、⼀⼈ひとりに応じた
プランを⼤切にしています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達
⽀援管理責任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員
が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討
が⾏われているか。 

〇
・計画を共有し、⽬的を持った活動を企画し提供しています。
児童⼀⼈ひとりのニーズに対応した⽀援を⾏うために、職員間
で個別のケースを検討し、職員が共通認識をもって⼀貫した
サービスの提供ができるように、計画を作成し⽀援を⾏ってい
ます。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に
沿った⽀援が⾏われているか 。 〇

・⽬的や⽬標を職員間で共有し、⽀援の⽅向性を定め、⼀貫性
を持って⽀援を⾏っています。

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

事業所における⾃⼰評価結果公表



15

こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤い
たフォーマルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども
含むインフォーマルなアセスメントを使⽤する等により
確認しているか。

〇

・児童の状況を把握し、ニーズを導き出すために、児童や保護
者の希望や意⾒を⼗分に聞き、丁寧に課題を整理しています。
利⽤開始時のアセスメントは標準化されたツールを使⽤してお
ります。また、⼩学校の児童は遠城寺式乳幼児分析的発達検査
表などを⽤いて⽇々の活動の中で、アセスメントを⾏い、中⾼
⽣の児童は、就職や進学に向けて進路を決定していく時である
ため、就労準備性チェックシートなどを利⽤し、より効果的な
⽀援の強化を⽬指しています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービス
ガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀
援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び
「地域⽀援・地域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえ
ながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、
その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

〇

・⾃⽴訓練と⾃分らしく⽣きるための⽣活⼒を⾝に付け、様々
な場⾯で適切に⾏動できるように、経験と機会を提供していま
す。また、地域の⽅々などと楽しく関わったり、公共の施設を
利⽤したりする機会を設けています。

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 〇

・個々の課題や発達段階に応じ、活動プログラムを⽇々⼯夫し
ながら設定しています。
・将来を⾒据え、⽣活スキルを⾼める機会や、社会性やコミュ
ニケーション能⼒を広げる経験を提供し、チャレンジできたこ
とを認め、確認していきます。
・全職員が、⽬的や⽀援⽅針等について共通理解を深め、プロ
グラムを作成しています。

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 〇
・⼀年間の活動プログラムは、全職員で検討し、毎年⼯夫し作
成しています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み
合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏
われているか。

〇
・児童の現状や課題を整理し、個別活動やグループ活動、全体
活動を組み合わせ、⽬的をもって計画を作成しています。

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏わ
れる⽀援の内容や役割分担について確認し、チームで連
携して⽀援を⾏っているか。

〇
・⼀⽇ごとの⽀援予定表を作成しています。⽀援者は、当⽇の
役割分担、⽀援内容、送迎ルート、時間設定を確認し、打合せ
の中で個々の近況を確認しています。誰が⾒ても動きがわかる
ように管理しています。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏
われた⽀援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有してい
るか。

〇
・⽀援終了後は、⽀援者間で振り返りを⾏い、当⽇の活動状況
の中での気づき、情報の共有、課題等の話し合いをしていま
す。意⾒交換をすることで、より良い対応と⽀援者が同じ⽅向
を⾒て⽀援することができます。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検
証・改善につなげているか。 〇

・記録は、第三者が⾒た時にも様⼦が把握できるよう意識しな
がら記録しています。児童⼀⼈ひとりの変化や状態を把握して
いくとともに、⽀援者⾃⾝が⽀援内容を振り返り、さらなる⽀
援スキルの向上にも繋げるようにしています。

・記録は様⼦が分かるように記載しているが、児童
⼀⼈ひとりの変化や状況をもっと詳しく記載できれ
ば良いと感じています。記録する時間の配分も考え
ていきたいと思います。

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計
画の⾒直しの必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏ってい
るか。

〇
・6か⽉以内に⼀度を基本としつつ、必要に応じ適宜モニタリン
グを実施しています。⽀援計画の⾒直しや⽬標の再設定など新
たなニーズが発⽣していないか、本⼈やご家族の意向を確認し
ながら、適宜計画内容を変更しています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活
動」を複数組み合わせて⽀援を⾏っているか。 〇

・ガイドラインを意識し、活動内容の年間計画を策定していま
す。⽣きる⼒の育成と「できた」「わかった」という成功体験
を積んで、⾃分らしく⽣きるために⽣活スキルの向上を⽬指し
ます。社会の中で必要なルール学習を軸に、たくさんの体験の
機会を提供できるように努めます。

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている
等、⾃⼰決定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っている
か。

〇
・⼀⽇の活動の中で、⾃分で活動を選ぶ時間を設けています。
⾃分で選んだことにより楽しさが感じられるよう⼯夫していま
す。また、⼦供の主体性を⼤切にした⾔葉かけを⾏い、「⾃分
はできる」という⾃⼰肯定感を育てていきます。

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関
との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画
しているか。

〇
・主に児童発達⽀援管理責任者が参加しています。児童発達⽀
援管理責任者に加え、必要に応じて直接処遇職員も参加するこ
とがあります。

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福
祉、保育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制
を整えているか。

〇
・事業所だけの関わりでは、児童の⽣活状況の全体像が分から
ないため、必要に応じて、各分野における⽀援機関と連携し、
⽀援体制の充実化を図っています。
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28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こど
もの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、ト
ラブル発⽣時の連絡）を適切に⾏っているか。

〇

・年間予定表や⽉間予定表、時間割表等は保護者経由でいただ
いております。また、急な変更や時間の変更などは、⽇常的に
保護者の⽅と予定の確認を⾏うことで混乱はありません。学校
との情報共有は、⼗分な連携・協⼒体制を調整することが困難
な場合があります。今後も学校側の理解を⾼め、信頼関係の下
で連携を図るための努⼒を続けていきます。
・トラブル等があった際に、連絡先をしっかり確保できるよ
う、緊急連絡先の把握も⾏っています。

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、
児童発達⽀援事業所等との間で情報共有と相互理解に努
めているか。

〇
・相談事業所と連携しながら、就学前に利⽤していた事業所と
⽀援の内容を確認し、情報交換を⾏っています。必要な時には
⼗分に連携が取れる体制を作っています。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サー
ビス事業所等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の
情報を提供する等しているか。

〇

・当法⼈は、就労⽀援が主たる事業ですので、将来の就労を⾒
据えた繋がりのある療育を⾏っています。卒業後に障害福祉
サービス事業所を利⽤する場合は、関係者によるサービス担当
者会議を開催し、これまでの⽀援内容や、児童の得意なとこ
ろ、苦⼿なところを把握し情報を提供しています。また、⼀般
就労に繋がった児童に対しても学校や障害者就業・⽣活⽀援セ
ターの要請に応じて担当者会議に出席し、事業所での活動や⽣
活状況について情報提供を⾏っています。卒業後、障害福祉
サービスの利⽤など進路選択の機会として施設⾒学や体験など
も実施しています。

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に
応じてスーパーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設け
ているか 。

△
・専⾨機関等の研修には積極的に参加しています。課題や問題
意識をもち、必要な時は、専⾨医から助⾔をいただけるよう、
連携していきたいと考えています。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこど
もと活動する機会があるか。 △

・併⽤して利⽤されている児童もいるため連携は取れていま
す。地域の⾏事に参加する機会も設けて交流を図っています。

・放課後児童クラブと併⽤して利⽤されている児童
もいることで連携は取れていますが、⼀緒に活動し
たり、交流したりする機会がないため、今後、どの
ようなことができるか考えていきます。

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇

・天童市の⾃⽴⽀援協議会は、専⾨部会として相談⽀援部会が
⽴ち上がっています。児童発達⽀援・放課後等デイサービス事
業所は連絡会として天童市の事業所が集まる機会があります。
今年度は連絡会の中でも幹事施設として積極的に参加できまし
た。今後、地域の事業所が参加できる専⾨部会の必要性を検討
し、体制作りが進んでいくように働きかけていきたいと思いま
す。

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発
達の状況や課題について共通理解を持っているか。 〇

・「連絡帳」を活⽤していますが、できるだけ対⾯して、保護
者の⽅に活動の様⼦をお知らせし、家庭や学校での取り組みや
課題についての把握にも努めています。
・児童を迎えに来た保護者に対し、当⽇の活動の内容や活動を
⾏った意図、その活動での様⼦を細かく伝えることで児童の現
状や今後の課題、成⻑の度合いを確認しあっています。

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族
⽀援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等
の参加できる研修の機会や情報提供等を⾏っているか。 

〇

・保護者向けペアレントトレーニング等の特別な研修会は実施
しておりませんが、保護者に⽀援場⾯の観察や親⼦⾏事等で、
児童の特性に合わせた関わりについて援助を⾏っています。
⽇々の活動報告や保護者との連携の中で、相談があった場合に
は、児童への関わり⽅のポイントやアドバイスをお伝えできる
ようにしています。

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧
な説明を⾏っているか。 〇

・利⽤契約の際に説明しています。運営規定、重要事項説明書
等に変更がある場合、随時説明し、同意をいただいておりま
す。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや
保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の
観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を
設けているか。 

〇
・少なくとも6⽉に1回以上、実施状況の把握を⾏っています。

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の
説明を⾏い、保護者から放課後等デイサービス計画の同
意を得ているか 。

〇
・作成した計画の内容を説明し、確認いただき必ず保護者にサ
インにて同意を得ています。

39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏っているか。 〇

・児童の発達のこと、学校での課題や将来のこと等、希望や不
安の相談に応じ、必要な情報提供や助⾔を⾏っています。ま
た、進級、進学するうえでの⼼配事など保護者に寄り添い、助
⾔し⽀援しています。

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催す
る等により、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀
援をしているか。また、兄弟同⼠で交流する機会を設け
る等の⽀援をしているか。

△
・親⼦⾏事等の参加の際、保護者同⼠で交流する機会はありま
すが、今後、充実を図って⾏きたいと思います。また、保護者
同⼠で意⾒交換ができるような企画を考えていきます。

・保護者同⼠の交流を望まれる意⾒もあるので、今
後、保護者会の開催について考えていきたいと思いま
す。
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41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備
するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった
場合に迅速かつ適切に対応しているか。

〇
・⽞関に意⾒箱を設置しております。苦情受付担当者や苦情解
決責任者を配置し、苦情解決委員会の体制を取り、迅速に対応
できるようにしています。第三者委員の直接受付の体制も整備
し、２回実施しました。保護者には、掲⽰して周知していま
す。

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤す
ることにより、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報
をこどもや保護者に対して発信しているか。

〇
・4ヶ⽉に⼀回、シードだよりを発⾏しています。⼭形県コロ
ニー協会ホームページにも記事を更新し、シードの活動の様⼦
をお知らせしています。

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 〇

・個⼈情報は、保護規定に沿って安全に管理しています。管理
体制を強化するために、職員の教育や意識を⾼める取り組みを
⾏い、適切に管理していきます。「プライバシーマーク」を取
得し、個⼈情報の取り扱いについて適正に管理されるようコン
サルを受けながら、対応しています。
・年に1度適正に運⽤がなされているかについて法⼈内の監査委
員によって内部監査が実施されています。今年度も指摘事項は
なく適正に運⽤がなされていました。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮をしているか。 〇

・情報伝達については、個々にあった伝え⽅を⼤切にしていま
す。必要に応じて、⾔葉以外のツールも活⽤し、情報を伝えら
れるよう配慮しています。

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた
事業運営を図っているか。 〇

・地域連携を重視し運営を⾏っています。秋の芋煮会へ招待し
たり、畑で児童と育てた収穫物を近隣の住⺠の皆様にお配りし
たりするなど交流する機会を作ってきました。また、児童が⾏
う販売体験にお客様として来所され、児童が⾏う販売活動を⾒
て頂きました。

46

事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家
族等に周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実施し
ているか。

〇

・法定訓練として、年2回の避難訓練を⾏っています。東⻑岡に
活動場所が増えたことで、活動場所毎での訓練を⾏っていま
す。
・⼤きな災害があった場合は、近くの⼩学校や公⺠館が避難場
所となります。職員の誘導で避難は⾏われます。
・保護者にマニュアルは配布していませんが、感染症の予防に
ついて、わかりやすく説明されたチラシ等を渡し説明していま
す。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の
発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を
⾏っているか。

〇
・必要なマニュアルについては、法⼈で策定し、業務上徹底し
た管理に努めています。なお、事業所独⾃の緊急時の対応につ
いて、明確に提⽰するように努めています。安全を配慮した訓
練も実施しています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状
況を確認しているか。 〇

・利⽤開始前のアセスメントで、児童の健康⾯、⽣活⾯につい
て状況を確認しています。

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に
基づく対応がされているか。 〇

・⾷物アレルギーの有無については、利⽤開始時に必ず確認し
ています。対象児は、必要に応じて医師の診断書を提出してい
ただき、提供するおやつなどの成分表を⼗分に確認し、リスク
管理を⾏っています。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その
他必要な措置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀
援が⾏われているか。

〇
・令和6年4⽉1⽇から「安全計画の策定」が義務化されました。
児童の安全を確保するための研修や訓練は、計画的に年間スケ
ジュールを組んで取り組みを⾏っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られる
よう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周
知しているか 。

〇
・保護者に対し、安全計画及び事業所等が⾏う安全に関する取
り組みについて、マニュアルを作成し提⽰しています。ご家族
には、シードだよりで周知しています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅
策について検討をしているか。 〇

・⽇々のスタッフミーテングにて「ヒヤリ・ハット」を確認し
ています。⽀援者間で、リスクを共有し、対応について具体的
に検討し改善していきます。リスクによっては、どうしていく
かを組織的に吸い上げ改善する仕組みができています。

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適
切な対応をしているか。 〇

・年1回は、職員研修の機会をもって、虐待防⽌の研修を開催し
ています。⽇常活動でも、虐待の有無について確認し、指導管
理を徹底しています。

54

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについ
て、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説
明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載
しているか。

〇

・強度⾏動障害児等、活動する中で安全管理を必要とするケー
スは、個別⽀援計画書に、具体的な対応を盛り込み説明し同意
を得ています。やむを得ず対応を要する時には、児童の安全確
保を⼀番に考え、⽀援体制を整えています。また、⾝体拘束を
要する機会がない⽀援のありかたについて、⼗分に検討してい
ます。
・これまで拘束等を⾏うことがなかった点は良いことですが、
職員⼀⼈ひとりが意識を⾼め、児童の安全管理に努めていきた
いと思います。
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